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将
来
、
子
ど
も
達
が
災
害
に

立
ち
向
か
う
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
は
、
何
歳
か
ら
学
び
始

め
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

西
は
り
ま
消
防
組
合
は
、

幼
児
期
か
ら
防
災
教
育
を
始

め
、
小
学
生
、
中
高
生
と
継

続
的
に
学
習
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
達
み
ん
な
が
災
害
に

立
ち
向
か
う
力
を
確
実
に
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
児
を
対
象
と
し
た
出

前
講
座
や
防
火
パ
レ
ー
ド
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
救

急
講
習
や
防
火
救
急
ま
め

講
座
、
中
学
生
を
対
象
と

し
た
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
、
中
高
生
を
対
象
と

し
た
防
火
救
命
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
を
実
施
す
る
な

ど
、
早
期
か
ら
子
ど
も
達

の
成
長
に
合
わ
せ
て
学
び

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
、
知
識
や
技
術
を

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
考
え

る
力
、
助
け
合
う
心
、
立
ち

向
か
う
勇
気
を
育
て
ま
す
。

子
ど
も
達
が
手
を
取
り
合
っ

て
力
強
く
生
き
る
未
来
を
作

る
た
め
に
。

子
ど
も
達
に

　
　

生
き
る
力
を
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平成 30 年度決算概要
西はりま消防組合一般会計の決算状況は、歳入総額が 2,944,344 千円、歳出総額が 2,881,580 千円で、歳入歳出差引額は 62,764 千円となっています。

科　　目
平成 30 年度

決算額 構成比

分担金及び負担金 2,837,434 96.4

使用料及び手数料 5,887 0.2

国 庫 支 出 金 19,545 0.7

財 　 産 　 収 　 入 886 0.0

繰 　 　 越 　 　 金 63,466 2.1

諸 　 　 収 　 　 入 17,126 0.6

合　　　計 2,944,344 100.0

科　　目
平成 30 年度

決算額 構成比

議 　 　 会 　 　 費 318 0.0

総 　 　 務 　 　 費 24,586 0.9

消 　 　 防 　 　 費 2,856,676 99.1

合　　　計 2,881,580 100.0

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）歳　出

歳　入

年齢別職員構成の状況（平成31年4月1日現在）

◎財政の状況

職員の給与などの実態について、住民の皆様にご理解いただくため、概要をお知らせします。（再任用、臨時職員を除く。）

◎人事の状況

区分 20歳
未満

20歳
～

23歳

24歳
～

27歳

28歳
～

31歳

32歳
～

35歳

36歳
～

39歳

40歳
～

43歳

44歳
～

47歳

48歳
～

51歳

52歳
～

55歳

56歳
～

59歳

60歳
以上 計

職員数 10人 25人 30人 24人 33人 17人 22人 41人 23人 28人 34人 0人 287人

人件費の状況 級別職員数等の状況（平成31年4月1日現在）

職員の採用試験の状況（平成30年度実施分）

区分 住民基本台帳人口
（平成30年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B）/（A）

30年度 195,024人 2,881,580千円 62,764千円 2,365,391千円 82.1%

職員給与費の状況

（注）１　職員手当には、退職手当を含まない。
　　２　職員数は、平成30年4月1日現在の人数です。
　　３　給与費については再任用職員（短時間勤務）の給与費を含むが、職員数には含んでいない。

区分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
 B/A給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計B

30年度 282人 1,062,092千円 291,307千円 430,961千円 1,784,360千円 6,328千円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成31年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、平成31年4月に支給した給料月額と諸手当の合計の平均です。　

職員の平均給与月額等の状況（平成31年4月1日）
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

消防職 39.7歳 309,671円 380,835円

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

7 級 消防長 1人 0.3%

6 級 次長、署長、
副署長、課長 16人 5.6%

5 級 副署長、課長、主幹 66人 23.0%

4 級 副主幹 57人 19.9%

3 級 係長、主査 64人 22.3%

2 級 主事 31人 10.8%

1 級 主事 52人 18.1%

採用区分 申込者数 受験者数 合格者数 倍率

大卒 15人 13人 4人 3.3倍

短・高卒 25人 25人 7人 3.6倍

宍粟市負担金宍粟市負担金
718,297 千円718,297 千円

佐用町負担金佐用町負担金
432,311 千円432,311 千円

上郡町負担金上郡町負担金
26,904 千円26,904 千円

使用料及び手数料使用料及び手数料
5,887 千円5,887 千円

国庫支出金国庫支出金
19,545 千円19,545 千円

財産収入財産収入
886 千円886 千円

繰越金繰越金
63,466 千円63,466 千円

太子町負担金太子町負担金
435,446 千円435,446 千円

たつの市負担金たつの市負担金
855,504 千円855,504 千円

総務費総務費
24,586 千円24,586 千円

議会費議会費
318 千円318 千円

常備消防費常備消防費
（人件費、予防・警防・ （人件費、予防・警防・ 

救急活動事業費など）救急活動事業費など）
2,574,196 千円2,574,196 千円

消防施設費消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、（光熱水費等の庁舎管理費、

庁舎維持補修費、消防車両庁舎維持補修費、消防車両
更新整備費など）更新整備費など）

282,480 千円282,480 千円

歳入決算額歳入決算額
2,944,3442,944,344

千円千円

歳出決算額歳出決算額
2,881,5802,881,580

千円千円

相生市負担金相生市負担金
368,972 千円368,972 千円

諸収入諸収入
17,126 千円17,126 千円
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相　生
消防署

たつの
消防署

宍　粟
消防署

太　子
消防署

佐　用
消防署

合　計

火災件数
8

（11）
29

（31）
24

（19）
8

（5）
12

（14）
81

（80）
建物 5 19 14 6 6 50
林野 0 1 3 2 1 7
車両 0 4 2 0 2 8
その他 ※１ 3 5 5 0 3 16

救急件数
1,224

（1,329）
3,370

（3,517）
1,969

（2,005）
1,519

（1,566）
836

（764）
8,918

（9,181）
急病 782 2,001 1,083 979 466 5,311
交通事故 105 301 120 154 54 734
一般負傷 187 531 362 238 111 1,429
転院搬送 94 394 326 87 174 1,075
その他 ※ 2 56 143 78 61 31 369

救助件数
31

（22）
33

（34）
32

（32）
41

（38）
33

（22）
170

（148）
火災 0 1 0 2 0 3
交通事故 7 14 9 14 12 56
水難事故 3 0 1 0 2 6
機械事故 1 2 0 0 0 3
建物事故 11 7 6 14 2 40
ガス及び酸欠事故 0 2 1 0 0 3
その他 ※ 3 9 7 15 11 17 59

警戒・検索・
その他件数※ 4

44
（51）

111
（101）

100
（100）

32
（34）

38
（31）

325
（317）

令和元年（2019 年）　管内災害件数
（　）内は前年件数　　単位：件

※１　その他（上記以外の火災並びに空地、田畑、道路、河川敷、ごみ焼却等）
※２　その他（火災・自然災害・水難事故・労働災害・運動競技等）
※３　その他（風水害・自然災害等）
※４　その他件数（水防・応援活動等）

【
火
災
件
数
】

　

火
災
件
数
は
、
81
件
で
前
年
よ
り

1
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災

50
件
、
林
野
火
災
７
件
、
車
両
火
災

８
件
、
そ
の
他
火
災
16
件
発
生
し
て

お
り
、
前
年
か
ら
比
べ
る
と
、
建
物

火
災
が
14
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、火
災
に
よ
る
死
者
は
な
く
、

負
傷
者
は
12
人
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
原
因
で
は
、
た
き
火
や
火
入

れ
に
よ
る
も
の
が
一
番
多
く
、
次
い

で
た
ば
こ
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

１
月
か
ら
３
月
は
、
建
物
火
災
が

ま
た
、
４
・
５
月
は
林
野
火
災
や
そ

の
他
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

　

野
焼
き
は
火
災
原
因
と
な
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
、
健
康
や
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
救
急
件
数
】

　

救
急
件
数
は
、
８
，
９
１
８
件
で

前
年
よ
り
２
６
３

件
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

救
急
種
別
で
み

る
と
、急
病
（
５
，

３
１
１
件
、60
％
）

が
最
も
多
く
、
次

い
で
一
般
負
傷

（
１
，
４
２
９
件
、

16
％
）、
転
院
搬

送
（
１
，
０
７
５

件
、
12
％
）、
交

通
事
故
（
７
３
４

件
、
８
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
搬
送

人
員
は
、
８
，

３
１
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
日
平
均
約
24
件
出
動　

し
、
管
内
住
民
の
約
22
人
に
一
人
を

搬
送
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
救
助
件
数
】

　

救
助
件
数
は
、
１
７
０
件
で
前
年

よ
り
22
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
助
種
別
で
み
る
と
、
そ
の
他
の

事
故
（
59
件
、35
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
交
通
事
故
（
56
件
、
33
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
７
０
件
の
出
動
件
数
に

対
し
、
１
１
１
件
の
救
出
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

【
警
戒･

検
索
そ
の
他
件
数
】

　

警
戒･

検
索
そ
の
他
件
数
は
、

３
２
５
件
で
前
年
よ
り
８
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

種
別
で
み
る
と
、そ
の
他（
１
３
６

件
、
42
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

検
索
（
１
１
２
件
、
34
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
元
年(

２
０
１
９
年)

中
の

火
災･

救
急･

救
助
等
の
ま
と
め



防災力、未来防災力、未来へへ向向けてけて！！

【
防
火
パ
レ
ー
ド
】

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
る
「
秋
の
火
災
予

防
運
動
」
に
合
わ

せ
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
が
防
火
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。

　

総
勢
２
２
０
名

の
ク
ラ
ブ
員
は
、斑

鳩
寺
か
ら
太
子
町

立
文
化
会
館
（
あ

す
か
ホ
ー
ル
）
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
、
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら

し
て
、『
戸
締
ま
り
用
心
、
火
の
用
心
♪
』

と
元
気
な
声
を
上
げ
て
、
住
民
の
皆
様

に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

【
消
防
体
験
学
習
会
】

　

７
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
太

子
消
防
署
で
小
学
５
年
生
の
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
22
名
が
消
防
体
験
学
習
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
24
時
間
勤
務
を
行
う

職
員
と
共
に
１
夜
を
明
か
す
貴
重
な
体

験
を
行
う
も
の
で
す
。
庁
舎
に
集
合
し

た
時
、
出
動
指
令
が
流
れ
、
職
員
の
出

動
し
て
い
く
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

「
す
ご
い
！
早
い
」
と
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

【
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
】

　

11
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
、
中
学
生
が

職
場
体
験
を
通
し
て
学
び
、
成
長
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
で
、
中
学
２
年
生
10
名
が
訓
練
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
が

完
了
し
て
新

し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
た
訓
練
塔

で
、
ロ
ー
プ
を

水
平
に
渡
っ

た
り
、
垂
直
の

壁
を
降
り
た
り
、
煙
が
充
満
し
て
い
る
室

内
に
入
っ
た
り
、
職
員
と
同
じ
訓
練
を
体

験
し
て
、
生
徒
達
は
、
消
防
の
仕
事
を
学

び
ま
し
た
。

【
防
火
救
命
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
】

　

８
月
７
日

か
ら
９
日
ま

で
、
竹
筒
で

ご
は
ん
を
炊

い
た
り
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を

使
用
し
た
簡

易
ろ
過
装

置
の
作
製
等

を
体
験
し
た

り
、
限
ら
れ

た
材
料
の
中

で
の
火
起
こ
し
の
方
法
や
、
普
段
何
気
な

く
使
用
し
て
い
る
水
の
有
難
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
行
っ
た
着

衣
水
泳
で
は
、
水

の
怖
さ
や
溺
者
を

救
出
す
る
た
め
の

方
法
を
学
び
、
自

分
た
ち
が
実
際
に

そ
の
よ
う
な
場
に

遭
遇
し
た
時
を
想

定
し
、
取
り
組
み

ま
し
た
。
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幼
児

育
て
よ
う
『
災
害
に
立
ち
向
か
う
力
』

小
学
生

中
高
生

太子消防署　☎ 079-276-1191



　佐用消防署では、11 月
7 日に、秋の火災予防運動
の一環として、佐用日本語
学校（旧久崎小学校）で外
国籍の生徒 20 名が参加す
る火災想定訓練を実施しま
した。
　生徒達は訓練後、学校内
の消防用設備等の使用方
法や、起こりうる自然災害について学びました。生
徒からは「母国では、防災について見て学ぶことは
あっても参加して学ぶことはなかった。とてもいい

経験になっ
た。」 と い
う声があが
りました。

トピックストピックス

防火ぬり絵で火災予防！

防火ポスター展開催！

VRゴーグルで防災体験！

国境を越えた訓練指導！

相生消防署　☎ 0791-23-7119

宍粟消防署　☎ 0790-62-0119

たつの消防署　☎ 0791-63-3511

佐用消防署　☎ 0790-82-3872

　相生消防署では、11 月秋の火災予防運動期間中に、
市内の幼稚園・保育所の園児を対象とした防火教室
を開催し、「防火ぬり絵」を作成しました。
　完成したぬり絵には、災害発生時の「緊急連絡先」、

「119 番通報要領」などが記載されており、自宅に持
ち帰って活用してもらえるように工夫しています。
　園児達は一生懸命、ぬり絵に取り組み、先生から「上
手にできたね」と声を掛けられると「家に持って帰っ
て飾る！」との元気な声が聞こえてきました。
　防火教室の最後には、園児みんなで「ひとつずつ　
いいね！で確認　火の用心」と大きな声で締めくく
りました。

　宍粟消防署で
は、11 月６日か
ら 17 日 ま で の
間、秋の火災予
防運動の一環と
して、咲ランド
ショッピングセ
ンターにて第 13
回宍粟市防火ポスター展を開催しました。
　宍粟市内の小学４年生が描き上げたもので、179
作品の応募がありました。どの作品も火災予防を強
く呼び掛けるもので、期間中は連日多くの方が訪れ、
好評を博しました。
　消防署長賞に選ばれた作
品は、防火ポスター・防火
メモ帳として火災予防の啓
発に活用します。

　たつの消防署では、住民に対しＶＲゴーグルを用
いた防災映像を体験してもらっています。
　11 月 11 日から 15 日のトライやる・ウィークで中
学生にＶＲ防災体験してもらうと、「テレビとかで見
る映像とは違って、災害の恐怖をリアルに感じまし
た。」とＶＲゴーグルによる映像に驚いていました。
　話を聞くだけではイメージできない「防災」という
言葉を、実際に体を動かし、目で見て体験することで、
住民の防災に対する意識を高められると期待して
います。
　ＶＲゴーグルは西はりま消防組合ホームページで公
開していま
す。 み なさ
んも、 ＶＲ
防災ゴーグ
ルを体験し
てください。

5
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危険業務従事者
叙勲受章

兵庫県自治賞受賞（消防功労）

　永年にわたる功績が認めら
れ危険業務従事者叙勲を受章
されました。
　おめでとうございます。

瑞宝単光章
元宍粟消防署一宮分署長

日
く さ か

下 誠
せ い と

人さん

相生市危険物安全協会副会長
（相談支援事業所みどり）

兒
こ じ ま

島 良
りょうぞう

三さん

たつの防火協会会長
（株式会社新宮運送）

木
き み な み

南 一
か ず し

志さん

宍粟防火協会理事
（株式会社一宮電機）

堂
ど う た

田 雅
ま さ よ し

善さん

佐用危険物安全協会会長
（有限会社上月給油店）

湯
ゆ あ さ

淺 松
ま つ き

樹さん

お知らせ

　
自
治
の
精
神
に
基
づ
き
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
優
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練を実施
　緊急消防援助隊の消火・救助技術や指揮・連携活動能力等の向
上を図るため毎年、全国を 6 ブロックに分け、緊急消防援助隊地
域ブロック合同訓練を実施しています。
　近畿地区は 10 月 26 日・27 日の 2 日間、三重県松阪市で実施し、
西はりま消防組合からは救助隊が参加しました。頻発する豪雨によ
る土砂災害への想定訓練や各種情報システムを活用し、消防庁、府
県、消防本部及び出動部隊間で被災状況等をリアルタイムに情報共
有する訓練等を実施しました。

　阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、平成 7 年 6 月に誕生しました。
　被災地の消防力のみでは対応困難な大規模・特殊災害の発生に際して、被災
地の市町村長・都道府県知事あるいは消防庁長官の要請により出動し、現地に
おいて都道府県単位の部隊を編成し、災害活動を行います。
　平成 23 年東日本大震災、平成 28 年熊本地震、平成 29 年７月九州北部豪雨、
平成 30 年 7 月豪雨、平成 30 年北海道胆振東部地震、令和元年 8 月の前線に伴
う大雨など、24 年間で計 39 の災害に出動しています。　
　西はりま消防組合では熊本地震、平成 30 年 7 月豪雨災害に出動し、活動をしました。

～緊急消防援助隊とは～
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information

自然災害から身を守るために

　昨年、東日本を中心に大きな被害をもたらした大型台
風第 19 号や第 21 号。これら台風により水に浸かった車
内で亡くなる「車中死」が多発しました。
　災害時、車での避難は必ずしも安全とは言えません。
　避難は徒歩が原則です。避難情報をよく聞き、水位が
上がり始める前に避難することが重要です。もし自宅周
囲が浸水した場合は、自宅の２階など高い場所に逃げ、
救助を待つ「垂直避難」も１つの方法です。

　避難所生活を経験された方が必要と感じた非常持ち出し品のいくつかを紹介します。
①スマホ等の充電関係
②電源タップまたは延長コード
③アイマスク、耳栓
④消毒用ハンドジェルまたはウエットティッシュ
⑤液体歯みがき
⑥うちわや扇子
　今一度、ハザードマップ等をもとに、自分の住
む場所にどんな危険性があるのかを知ることが必
要です。避難場所や非常持ち出し品について家族
で確認しましょう。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
火
災
危
険

～
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
火
災
に
つ
い
て
～

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
携
帯
電
話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
充
電
用
の
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
お
り
、
生
活
必
需
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
反
面
、
全
国
で
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
事
故
が
平
成
24

年
度
か
ら
29
年
度
の
５
年
間
で

５
８
２
件
発
生
し
、
火
災
に
至
る

ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

接
続
部
が
合
う
か
ら
と
、
規
格
品
以
外
の
充
電
器
を
使
用

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
充
電
器
は
同
じ
よ
う
な
形
を
し
て
い
て

も
、
充
電
す
る
電
圧
、
電
流
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
対
応

し
て
い
な
い
充
電
器
を
使
用
す
る
と
、
電
池
が
過
充
電
と
な

り
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
バ
ン
に
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を
入
れ
た
ま
ま

放
り
投
げ
た
り
、
携
帯
電
話
を
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ

た
ま
ま
座
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
強
い
衝
撃
を
与
え
る
、
強
い

力
を
か
け
る
な
ど
の
外
力
を
加
え

る
と
、
電
池
内
部
の
破
損
に
よ
り

シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
し
、
発
火
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
す
る
時
は
取
扱
説
明
書
を

よ
く
読
み
、
取
り
扱
い
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
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消防車・救急車の要請は、迷わず 局番なしの119 番通報をしてください！

２０１9年度全国統一防火標語

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

8

診察可能な病院を知りたいときは…
播磨姫路小児救急医療電話相談

0791-76-7160 （休日・夜間病院案内） ※自動音声

0791-76-7300 （消防指令センター）

災害の情報を知りたいときは…

0791-76-7150 （災害情報案内） ※自動音声

子供の急な病気・ケガの電話相談窓口は…

079-292-4874
〈利用可能時間〉

月曜日〜土曜日は、20時〜24時
日曜・祝日・8月15日・年末年始（12/31〜1/3）は、9時〜18時
及び20時〜24時（看護師が相談に応じます。）

　 平 成 31 年 4 月 採 用 職 員
11 名が消防学校での半年間
の初任研修を終え、成長し
た姿で帰ってきました。

　「 ど ん な 消 防 士 を 目 指 す
か」意気込みをインタビュー
しました。

〈相生消防署〉
名前  平野 幹人
趣味  ランニング

〈宍粟消防署〉
名前  小林　誠
趣味  野球
　　  スノーボード

〈太子消防署〉
名前  梶原 凜太
趣味  スノーボード
　　  家事

〈たつの消防署〉
名前  宮本 光樹
趣味  走ること

〈太子消防署〉
名前  釜谷 直樹
趣味  サイクリング

〈相生消防署〉
名前  三輪 将也
趣味  スノーボード
　　  温泉巡り

〈宍粟消防署〉
名前  渡辺 慎ノ介
趣味  剣道
　　  映画鑑賞

〈佐用消防署〉
名前  西角 尚也
趣味  バレーボール
　　  音楽鑑賞

〈たつの消防署〉
名前  西田 彰悟
趣味  剣道
　　  料理

〈宍粟消防署〉
名前  福居 寛将
趣味  体を動かすこと
　　  映画鑑賞

〈佐用消防署〉
名前  揖場 大貴
趣味  サッカー
　　  ドライブ、旅行

西はりま消防組合  NEW☆HOPE！！

Ｑ　

消
火
器
の
３
色
マ
ー
ク
は
ど
ん
な
意
味
な
の
？

Ａ　

白
色
は
紙
や
木
が
燃
え
る
火
災
に
、
黄
色
は
灯

油
や
天
ぷ
ら
油
の
火
災
に
、
青
色
は
電
気
製
品
や
コ

ン
セ
ン
ト
の
火
災
に
使
え
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
ん

だ
よ
。

Ｑ　

消
火
器
は
ど
れ
く
ら
い
長
く
使
え
る
の
？

Ａ　

使
用
期
限
は
、
造
ら
れ
て
か
ら
10
年
と
決
め
ら

れ
て
い
る
ん
だ
。
消
火
器
に
使
用
期
限
が
書
い
て
あ

る
か
ら
見
て
み
よ
う
。

悪
徳
業
者
に
ご
用
心
！

悪
徳
業
者
に
ご
用
心
！

　

一
般
家
庭
を
訪
れ
、「
使
用
期
限
が
切
れ
て
い
る

の
で
更
新
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
な
ど
と
言

い
、
高
額
な
消
火
器
を
売
り
つ
け
る
訪
問
販
売
の

事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
訪
問
販
売

は
、
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
家
庭
で
は
消

火
器
の
設
置
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
備

え
て
い
る
と
い
ざ
と

い
う
時
に
安
心
で

す
。
最
寄
り
の
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
店
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

も
し
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

一
般
家
庭
で
は
、
購
入
日
か
ら
８
日
以
内
な
ら
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役

所
や
町
役
場
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　日々訓練に励み、消防の知識・技術
を身に付け、住民の方に安心してもら
えるような消防士になります。

　消防士を志した時の気持ちと、今の
自分がプロであることの自覚を常に持
ち住民に愛されるタフで優しい消防士
を目指します。

　凛々しく、かっこいい消防士。
　周りから認められ、憧れられるよう
な男を目指し、住民から必要とされる
消防士になります。

　自分が公務員であるということを自
覚し、西はりま地域全体の奉仕者とし
て住民から信頼され愛される消防士に
なります。

　消防学校を卒業しましたが、まだ
まだ覚えることはたくさんあります。
日々勉強し、住民の方に信頼される消
防士になりたいです。

　常に向上心を持ち続け、多くの知識、
技術を習得し、地域の方々から信頼さ
れる消防士になります。

　災害現場でどのような状況であって
も冷静沈着に活動し、不撓不屈の精神
を持って最後まで諦めない消防士にな
りたいです。

　救助隊員になって多くの命を救いた
いです。知識、技術の習得に励み、少
しでも早く住民の方々の力になれるよ
う日々精進して参ります。

　常に向上心を持ち、心・技・体の精
神を胸に自己研鑽に励み、地域の方か
ら信頼され愛される消防士になりま
す。

　常に向上心を持ち多くの知識・技術
を身に付け、地域住民の方から信頼さ
れる消防士を目指します。

　日々の訓練に全力で取り組み、多く
の知識や技術を身につけ住民に頼られ
るような消防士を目指します。


